
弘前学院大学文学部　業績一覧
〔2013（平成25年）10月1日～ 2014（平成26年）9月30日〕

所属学科名：日本語・日本文学科　　職名：教授　　氏名：井上　諭一

学会等及び社会における主な活動

2012年4月～現在 青森近代文学館評議員

年　月 活動名

所属学科名：日本語・日本文学科　　職名：准教授　　氏名：今村かほる

著書

学会名題　目 発表年月 会場名 都市名

学会発表（口頭発表）

講演

編著 2014年2月 文化庁支援事業報
告書

全153頁発信！方言の魅力
―体験する
　　青森県の方言―

弘前学院大学文学
部日本語日本文学
科今村ゼミ学生

単著 2014年3月 福島大学国語教育
文化学会『言文』
第61号

pp.2-18医療・福祉と方言
―東日本大震災を
　　　　　経験して―

2013年10月25日 静岡大学 静岡市東日本大震災災害派遣医療関係者を中心とし
た方言コミュニケーションの問題と効用

日本方言研究
会

2013年12月7日 福島大学 福島市医療・福祉と方言
―東日本大震災を経験して―

福島大学国語
教育文化学会

2013年10月25日 静岡大学 静岡市災害時・減災のための方言支援ツールの開発 日本方言研究
会

2014年2月25日 東京国際会議場 東京都被災地方言と医療コミュニケーションのため
の方言支援ツールの開発

日本集団災害
医学会

2014年9月13日 立命館アジア太平
洋大学

別府市ワークショップ　災害時の医療・福祉現場に
おける方言の問題と支援
―東日本大震災から学ぶ減災のための
　　　　　　　　　　　方言支援ツール―

社会言語科学
会

学会等及び社会における主な活動

著書の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

論文の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

論文

2012年4月～ 2015年3月 科学研究費助成金基盤C「言語聴覚士が利用できる標準失語症検査
に対応した方言資料の作成」（課題番号24520519）研究分担者

2013年6月～ 2016年5月 日本語学会学会誌編集委員

2014年9月～ 2015年3月 文化庁　平成26年度被災地における方言の活性化支援事業「発言！
方言の魅力　かだるびゃ・かだるべし青森県の方言」　研究責任者

年　月 活動名
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学会名題　目 発表年月 会場名 都市名

学会発表（口頭発表）

『遠野物語』第九九話の一考察
―津波で亡くなった妻との遭遇譚―

所属学科名：日本語・日本文学科　　職名：講師　　氏名：生島　美和

著書

共著 2013年6月 大学教育出版 pp.107-109『日本の社会教育・生涯学
習』

小林文人、伊藤長
和、李正連

著書の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

単著 2013年11月 国学院雑誌第114巻
第11号

pp.108-123中世の日本武尊と橘姫
―『神明鏡』の海難説話を
　　　　　　めぐって―

論文の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

論文

所属学科名：日本語・日本文学科 兼 大学院文学研究科　　職名：准教授　　氏名：入江　英弥

2014年7月12日 弘前学院大学 弘前市弘前学院大学
国語国文学会

学会等及び社会における主な活動

2013年6月～現在 日本口承文芸学会運営理事

年月 活動名

2009年4月～現在 八王子市史編集専門部会民俗部会委員

学会等及び社会における主な活動

2013年10月18日 平成25年度 第3回 西北・中南地方派遣社会教育主事研修会講師
「大学と市町村行政との連携」（主催：西北・中南教育事務所）

年　月 活動名

2013年11月30日 「公民館実践の動向 青森県の動向」（『日本公民館学会年報第10号』
p.189）

2014年6月12日 平成26年度 青森県社会教育委員連絡協議会総会 学習会 講師
「ポスターセッションに挑戦しよう」

2014年3月15日 日本公民館学会スプリングフォーラム「年報第10号合評会」司会

2014年6月26日 平成26年度 第1回 中南地方社会教育委員連絡協議会研修会 講師

2014年7月24、25日 社会教育主事講習「社会教育施設の経営」（於：宇都宮大学、金沢大学）

2014年2月21日 平成25年度 第3回 中南地方社会教育委員連絡協議会研修会 講師
「学びを拓き、地域をつくる社会教育」

2013年11月～ マツダ研究助成
「大学生を対象とした子育ち・子育て支援への参加学習プログラム
の開発」プロジェクトメンバー
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所属学科名：日本語・日本文学科　　職名：准教授　　氏名：鎌田　学

2014年9月27日 日本社会教育学会 第58回 研究大会分科会司会（於：福井大学）

2012年5月～ 青森県図書館協議会委員

青森県社会教育委員会および専門部会副部会長2012年11月～ 2014年10月

日本公民館学会監査および年報編集委員

ひろさき教育創生市民会議委員

2012年12月～

2013年7月～

弘前市総合計画審議会委員2013年12月～

青森県国土利用計画審議会委員2014年1月～

弘前市社会教育委員2014年8月～

論文の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

論文

学会発表（口頭発表）

所属学科名：英語・英米文学科　　職名：准教授　　氏名：川浪亜弥子

学会名題　目 発表年月 会場名 都市名

Love’ s Labour’ s Lost 論
―“The Eucharist”の拡大解釈に伴うレトリッ
クの多様化との関連から

2014年9月6日 慶應義塾大学
日吉キャンパス

神奈川県エリザベス
朝研究会

論文

単著 2014年3月 弘前学院大学
文学部紀要第50号

pp.1 ～ 7中期ハイデガー研究⑵
「世界像の時代」と「技術
への問い」をつなぐもの

論文の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

単著 2014年3月 弘学大語文第40号 pp.左9-20〈谷間の村〉における地獄
の一季節
―『飼育』を読む

単訳 2014年3月 弘前学院大学文学部
紀要第50号

pp.9-31わたしの生の証言
（蕭乾著、解説・翻訳）

所属学科名：日本語・日本文学科 兼 大学院文学研究科　　職名：教授　　氏名：顧　　偉良
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学会名題　目 発表年月 会場名 都市名

学会発表（口頭発表）

『遠野物語』第九九話の一考察
―津波で亡くなった妻との遭遇譚―

所属学科名：日本語・日本文学科　　職名：講師　　氏名：生島　美和

著書

共著 2013年6月 大学教育出版 pp.107-109『日本の社会教育・生涯学
習』

小林文人、伊藤長
和、李正連

著書の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

単著 2013年11月 国学院雑誌第114巻
第11号

pp.108-123中世の日本武尊と橘姫
―『神明鏡』の海難説話を
　　　　　　めぐって―

論文の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

論文

所属学科名：日本語・日本文学科 兼 大学院文学研究科　　職名：准教授　　氏名：入江　英弥

2014年7月12日 弘前学院大学 弘前市弘前学院大学
国語国文学会

学会等及び社会における主な活動

2013年6月～現在 日本口承文芸学会運営理事

年月 活動名

2009年4月～現在 八王子市史編集専門部会民俗部会委員

学会等及び社会における主な活動

2013年10月18日 平成25年度 第3回 西北・中南地方派遣社会教育主事研修会講師
「大学と市町村行政との連携」（主催：西北・中南教育事務所）

年　月 活動名

2013年11月30日 「公民館実践の動向 青森県の動向」（『日本公民館学会年報第10号』
p.189）

2014年6月12日 平成26年度 青森県社会教育委員連絡協議会総会 学習会 講師
「ポスターセッションに挑戦しよう」

2014年3月15日 日本公民館学会スプリングフォーラム「年報第10号合評会」司会

2014年6月26日 平成26年度 第1回 中南地方社会教育委員連絡協議会研修会 講師

2014年7月24、25日 社会教育主事講習「社会教育施設の経営」（於：宇都宮大学、金沢大学）

2014年2月21日 平成25年度 第3回 中南地方社会教育委員連絡協議会研修会 講師
「学びを拓き、地域をつくる社会教育」

2013年11月～ マツダ研究助成
「大学生を対象とした子育ち・子育て支援への参加学習プログラム
の開発」プロジェクトメンバー
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所属学科名：日本語・日本文学科　　職名：准教授　　氏名：坂井　　任

〈谷間の重力〉
―『万延元年のフットボール』を読む

2014年8月20日 広東外語外貿大学 広州中国日本文学
研究会第14回
及び国際学術
シンポジウム

所属学科名：英語・英米文学科　　職名：教授　　氏名：佐々木正晴

論文

論文の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

単著 2014年3月 ヒロガク教養講話出
版委員会『教養人と
なるために～ヒロガ
ク教養講話2013年度
特集～』

pp.20-24ふたたび翻訳について考
える

ヒロガク教養講話
出版委員会

所属学科名：英語・英米文学科　　職名：教授　　氏名：佐藤　和博

学会名題　目 発表年月 会場名 都市名

学会発表（口頭発表）

学会等及び社会における主な活動

2014年8月19日～ 22日 中国日本文学研究会第14回年会及び国際学術シンポジウム・大江健
三郎分会場：座長

年　月 活動名

2013年10月1日から2014年9月30日まで、業績はありません。

学会発表（ポスター発表）

学会名題　目 発表年月 会場名 都市名

開眼手術後における遠方視機能と即時視機能 2014年9月 同志社大学 京都市日本心理学会

視野変換 3 事態における移動方略とその変
換過程

2013年12月 金沢市文化ホール 金沢市日本基礎心理
学会
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所属学科名：日本語・日本文学科　　職名：講師　　氏名：須川　公央

論文

論文の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

単著 2014年3月 『弘前学院大学英米
文学』第38号

pp.1-17ハドソンとアリストテレス
―鳥と動物記述に
　　　ついての比較―

所属学科名：英語・英米文学科　　職名：教授　　氏名：佐藤　幸正

講演

2014年3月8日 弘前学院大学 弘前市「激戦地レイテ島を巡って」 日本比較文化
学会東北支部
大会

学会名題　目 発表年月 会場名 都市名

著書

共著 2014年3月 公立大学法人 岩手
県立大学共通教育セ
ンター教職部門／発
達教育学研究会

報告書『教員養成の現代
的課題』

関根宏朗・須川公
央（編）、山本一生、
小山裕樹、宇内一
文、青柳宏幸、富
田純喜、田口賢太
郎

著書の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

名　称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

その他

pp.1-60.（う
ちpp.3-8.を分
担執筆）

単著 2013年10月 協同出版『教職課
程』10月号

2014年度教員採用試験領
域別出題傾向分析

pp.38-39.
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所属学科名：日本語・日本文学科　　職名：准教授　　氏名：坂井　　任

〈谷間の重力〉
―『万延元年のフットボール』を読む

2014年8月20日 広東外語外貿大学 広州中国日本文学
研究会第14回
及び国際学術
シンポジウム

所属学科名：英語・英米文学科　　職名：教授　　氏名：佐々木正晴

論文

論文の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

単著 2014年3月 ヒロガク教養講話出
版委員会『教養人と
なるために～ヒロガ
ク教養講話2013年度
特集～』

pp.20-24ふたたび翻訳について考
える

ヒロガク教養講話
出版委員会

所属学科名：英語・英米文学科　　職名：教授　　氏名：佐藤　和博

学会名題　目 発表年月 会場名 都市名

学会発表（口頭発表）

学会等及び社会における主な活動

2014年8月19日～ 22日 中国日本文学研究会第14回年会及び国際学術シンポジウム・大江健
三郎分会場：座長

年　月 活動名

2013年10月1日から2014年9月30日まで、業績はありません。

学会発表（ポスター発表）

学会名題　目 発表年月 会場名 都市名

開眼手術後における遠方視機能と即時視機能 2014年9月 同志社大学 京都市日本心理学会

視野変換 3 事態における移動方略とその変
換過程

2013年12月 金沢市文化ホール 金沢市日本基礎心理
学会
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所属学科名：日本語・日本文学科 兼 大学院文学研究科　　職名：教授　　氏名：畠山　　篤

著書

共著 2014年3月 弘前学院大学地域総
合文化研究所

pp.201 ～ 221シャマニズムの淵源を探る
（執筆箇所）
「〈お岩木山一代記〉の生成」

単著 2014年3月 『弘学大語文』40号
弘前学院大学国語
国文学会

pp.19 ～ 30岩木山の神の由来譚の生
成
―百沢寺と村人の語り―

単著 2014年9月 白地社 全258頁河内王朝の政
―枯野琴と国栖奏―

共著 2014年3月 ヒロガク教養講話出
版委員会

pp.11 ～ 13教養人となるために
（執筆箇所）
「森の新生
　―春を招く祭り―」

ヒロガク教養講話
出版委員会

鈴木克彦

著書の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

論文

論文の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

単著 2014年3月 『弘前学院大学文学
部紀要』第50号

pp.1 ～ 10統御する琴
―上代日本の琴の様態―

学会発表（口頭発表）

学会名題　目 発表年月 会場名 都市名

岩木山の神の由来譚の生成
―丹後日和の背景―

2014年7月 弘前学院大学 弘前市弘前学院大学
地域総合文化
研究所

学会等及び社会における主な活動

1986年5月～ 市民講座「古典を読む会」。月2回（現在に至る）

年　月 活動名

2002年4月～ 青森県体操協会ジュニア協議会顧問（現在に至る）

2012年9月～ 2014年6月 NHK講座『古事記を読む』の講師

2013年10月 「リンゴ節世界大会」開催副委員長

2002年9月～ 「青森県伝統文化活性化マスタープラン」の伝統文化総合研究委員
（現在に至る）
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所属学科名：英語・英米文学科　　職名：講師　　氏名：フォーサイス・エドワード

著書

共著（編集） 2014年3月 弘前学院大学英語英
米文学会

弘前学院大学英米文学第
38号

代表者：佐藤和博
編集者：エドワー
ド フォーサース

著書の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

論文

論文の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

単著 2013年12月 The JALT CALL
Journal
9号 3版

pp.329 ～ 337Autonomous
Language Learning
with Technology

単著 2014年3月 弘前学院大学
英米文学
第38号

pp.26 ～ 38A Solid Foundation
for Language
Learning

単著 2014年3月 弘前学院大学
文学部紀要
第50号

pp.33 ～ 36Improving
Instruction and
Assessment of the
Forgotten Skill:
Writing

単著 2014年4月 Pennsylvania
Educational
Leadership Journal
33号 2版

pp.55 ～ 65A Critical Review of
the School District of
Philadelphia’s ELL
Education Program

学会発表（口頭発表）

学会名題　目 発表年月 会場名 都市名

Technolgy in English Classes 2013年12月 恵泉女学園大学 東京都
多摩市

全国語学教育
学会 CUESIG
Technology
Workshop
(Invited main 
speaker)

Intercultural Communications for Students  
vita the Internet:Lessons Learned

2014年6月 椙山女学園大学 愛知県
名古屋市

全国語学教育
学会
JALT CALL
2014年次大会

学会等及び社会における主な活動

2014年6月 椙山女学園大学で行われた、全国語学教育学会 JALTCALL 2014年
次大会の会議議長を担当。海外と日本全国から約250人出席。100以
上の外国語教育についての発表が行われた。

年　月 活動名

2012年11月～ 2014年9月 Elected as JALT  CALLSIG Publications Chairman（CALL研 究 部
会出版会長）
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所属学科名：日本語・日本文学科 兼 大学院文学研究科　　職名：教授　　氏名：畠山　　篤

著書

共著 2014年3月 弘前学院大学地域総
合文化研究所

pp.201 ～ 221シャマニズムの淵源を探る
（執筆箇所）
「〈お岩木山一代記〉の生成」

単著 2014年3月 『弘学大語文』40号
弘前学院大学国語
国文学会

pp.19 ～ 30岩木山の神の由来譚の生
成
―百沢寺と村人の語り―

単著 2014年9月 白地社 全258頁河内王朝の政
―枯野琴と国栖奏―

共著 2014年3月 ヒロガク教養講話出
版委員会

pp.11 ～ 13教養人となるために
（執筆箇所）
「森の新生
　―春を招く祭り―」

ヒロガク教養講話
出版委員会

鈴木克彦

著書の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

論文

論文の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

単著 2014年3月 『弘前学院大学文学
部紀要』第50号

pp.1 ～ 10統御する琴
―上代日本の琴の様態―

学会発表（口頭発表）

学会名題　目 発表年月 会場名 都市名

岩木山の神の由来譚の生成
―丹後日和の背景―

2014年7月 弘前学院大学 弘前市弘前学院大学
地域総合文化
研究所

学会等及び社会における主な活動

1986年5月～ 市民講座「古典を読む会」。月2回（現在に至る）

年　月 活動名

2002年4月～ 青森県体操協会ジュニア協議会顧問（現在に至る）

2012年9月～ 2014年6月 NHK講座『古事記を読む』の講師

2013年10月 「リンゴ節世界大会」開催副委員長

2002年9月～ 「青森県伝統文化活性化マスタープラン」の伝統文化総合研究委員
（現在に至る）
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所属学科名：日本語・日本語文学科　　職名：講師　　氏名：室井　　努

所属学科名：日本語日本文学科 兼 大学院文学研究科　　職名：准教授　　氏名：三浦　一朗

2013年1月～ 2014年9月 JALT（全国語学教育学会）の雑誌The Language Teacherのコラム編集

2010年7月～ 2014年9月 JALT CALL SIG ; TESOL, ACTFL, JALT, CPOA会員

2010年7月～ 2014年9月 文京小学校親父の会メンバー

2010年7月～ 2014年9月 弘前市みなみ幼稚園お父さん委員会メンバー；ボランティア英語講師

2010年4月～ 2014年9月 青森県ガールスカウト9団のボランティア

論文

論文の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

単著 2014年3月 『弘学大語文』第40
号

pp.30-38『おくのほそ道』
「象潟」考―松島・象潟の
対比と蘇東坡詩との関係
性について―

学会発表（口頭発表）

学会名題　目 発表年月 会場名 都市名

文化五年本『春雨物語』「死首の咲顔」論 2014年6月15日 東北大学 仙台市日本文芸研究
会

学会等及び社会における主な活動

2014年4月～現在に至る 日本文芸研究会会員（2006年6月～現在に至る　委員）

年　月 活動名

1998年5月～現在に至る 日本近世文学会会員

2000年7月～現在に至る 日本文学協会会員（2009年1月～ 2012年12月　委員）

2008年4月～現在に至る 国文学研究資料館文献資料調査員

2013年4月～現在に至る 『岩沼市史』編集専門部会（近世部会）調査執筆員

2013年10月1日から2014年9月30日まで、業績はありません。
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所属学科名：英語・英米文学科　　職名：教授　　氏名：楊　尚眞

著書

単著 2014年 ササヌマ産業 pp.1 ～ 205キリスト教概説

著書の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

論文

論文の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

単著 2014年3月 弘前学院大学
文学部紀要第50号

pp.53 ～ 69A Critique of Paulo
Freire’s Education
Philosophy in
Adopting its
Methodology in the
context of Zainichi
Korean

単著 2014年3月 弘前学院大学英米文
学第38号

pp.18 ～ 25古代ギリシャ人たちの死
生観

所属学科名：英語・英米文学科　　職名：教授　　氏名：吉永　直子

2013年10月1日から2014年9月30日まで、業績はありません。

所属学科名：英語・英米文学科　　職名：准教授　　氏名：渡邉　教一

2013年10月1日から2014年9月30日まで、業績はありません。
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所属学科名：日本語・日本語文学科　　職名：講師　　氏名：室井　　努

所属学科名：日本語日本文学科 兼 大学院文学研究科　　職名：准教授　　氏名：三浦　一朗

2013年1月～ 2014年9月 JALT（全国語学教育学会）の雑誌The Language Teacherのコラム編集

2010年7月～ 2014年9月 JALT CALL SIG ; TESOL, ACTFL, JALT, CPOA会員

2010年7月～ 2014年9月 文京小学校親父の会メンバー

2010年7月～ 2014年9月 弘前市みなみ幼稚園お父さん委員会メンバー；ボランティア英語講師

2010年4月～ 2014年9月 青森県ガールスカウト9団のボランティア

論文

論文の名称 単著・共著の別 該当頁数発行または
発表の年月

編者、著者名
（共著の場合のみ記入）

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

単著 2014年3月 『弘学大語文』第40
号

pp.30-38『おくのほそ道』
「象潟」考―松島・象潟の
対比と蘇東坡詩との関係
性について―

学会発表（口頭発表）

学会名題　目 発表年月 会場名 都市名

文化五年本『春雨物語』「死首の咲顔」論 2014年6月15日 東北大学 仙台市日本文芸研究
会

学会等及び社会における主な活動

2014年4月～現在に至る 日本文芸研究会会員（2006年6月～現在に至る　委員）

年　月 活動名

1998年5月～現在に至る 日本近世文学会会員

2000年7月～現在に至る 日本文学協会会員（2009年1月～ 2012年12月　委員）

2008年4月～現在に至る 国文学研究資料館文献資料調査員

2013年4月～現在に至る 『岩沼市史』編集専門部会（近世部会）調査執筆員

2013年10月1日から2014年9月30日まで、業績はありません。
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